
 

 

脳神経内科：愛媛県立中央病院年報(2021年診療業務報告書) 

 

■ 脳神経内科受診の統計 

 初診外来患者数 326名/年 

 再診外来患者数 7,545名/年 

 入院ベッド数 22床 

 年間入院患者数 238名/年 

 新規入院患者数 119名/年 

 平均在院日数 16.1日 

■ 疾患別入院患者数 

疾患名(ICD10準拠) 2019 2020 2021 

脳血管障害(脳梗塞、一過性脳虚血発

作、脳出血、脊髄血管障害、静脈洞血栓

症、くも膜下出血) 

70 64 61 

多発性硬化症、視神経脊髄炎 12 5 10 

パーキンソン病 5 6 6 

パーキンソン症候群 4 1 4 

多系統萎縮症 2 3 1 

慢性炎症性脱髄性多発神経炎、多巣性

運動ニューロパチー 
42 40 50 

ギラン・バレー症候群(ミラー･フィッシャー

症候群、Bickerstaff脳幹脳炎も含む) 
6 6 3 

脳炎(ウイルス性、自己免疫性、傍腫瘍

性、辺縁系)、脳髄膜炎(ADEMも含む) 
19 22 16 

多発ニューロパチー 8 13 7 

内科疾患による神経・筋障害 16 4 5 

てんかん 19 5 19 

重症筋無力症 15 10 8 

運動ニューロン疾患(ALS等) 12 12 11 

脊椎疾患 0 1 2 

 脊髄小脳変性症 2 2 1 

精神疾患 0 3 2 

ミオパチー(筋炎、筋ジストロフィー) 6 23 19 

腫瘍性疾患(原発性脳腫瘍、髄膜癌腫症) 1 0 1 

不随意運動(ミオクローヌス、ジストニア、振戦等)  1 0 1 

認知症(アルツハイマー病、正常圧水頭症) 2 3 1 

非感染性炎症性疾患(神経サルコイドー

シス、神経ベーチェット病、神経スイート

病) 

0 1 5 

神経梅毒、クロイツフェルト・ヤコブ病 3 2 1 

その他 10 15 4 

合計 255 241 238 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 当科で行った超急性期脳梗塞に対する t‐PA静注療法の概要 

(1)  症例数の推移(平均年齢：72.9歳、男性：41例、女性：32例) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)  脳梗塞入院患者に対する t‐PA療法患者の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)  t‐PA静注療法+血栓回収術 

 2017 2018 2019 2020 2021 

施行数 5 7 4 5 7 

■ 全死亡例及びその死因 

疾患名 死因(剖検) 

症候性てんかん 水頭症 心不全 

しｎ 急性脳炎 単純ヘルペス脳炎 

心原性脳塞栓症 心原性脳塞栓症 

急性脳症 髄膜癌腫症 

心原性脳塞栓症 心原性脳塞栓症 

心原性脳塞栓症 心原性脳塞栓症 

■ 検査件数 

検査名 2019 2020 2021 

神経伝達検査 245 243 270 

誘発電位 31 15 13 

脳波検査 234 209 211 

針筋電図 38 37 29 

頭部CT 626 567 483 

頭部MRI/MRA 536 454 717 

SPECT/PET 216 91 151 

頸動脈エコー 48 50 25 

筋生検 0 13 10 

脳・神経生検 0 2 1 
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